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第
二
十
三
回
定
期
大
会
開
催

反
貧
困
闘
争
・
組
織
拡
大
で
意
思
統
一

高
知
県
労
連
は
九
月
十
二
日
、
第
二
十
三
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
の
高
知
市
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
代
議
員
、
役

員
な
ど
一
〇
〇
名
以
上
が
参
加
し
、
反
貧
困
闘
争
や
組
織
拡
大
で
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
で
は
、
西
山
執
行
委
員

長
が
、
組
織
拡
大
や
あ
っ
た
か
村

な
ん
で
も
相
談
会
な
ど
の
前
進

面
に
触
れ
、
運
動
と
組
織
の
飛

躍
を
訴
え
ま
し
た
。

 

　
来
賓
と
し
て
日
本
共
産
党
高

知
県
委
員
会
か
ら
元
衆
議
院
議

員
の
春
名
な
お
あ
き
さ
ん
、
高

知
県
革
新
懇
事
務
局
長
の
浜
田

節
子
さ
ん
、
全
労
連
幹
事
の
中

山
益
則
さ
ん
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
社
民
党
高
知
県
連

合
、
高
知
県
建
設
労
働
組
合
、

司
法
書
士
会
高
知
支
部
、
農
民

組
合
等
十
組
織
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
口
書
記
長
が
二
〇
一
〇
年
度

運
動
方
針
案
を
提
案
。
県
労
連

運
動
の
三
つ
の
柱
（
な
く
せ
貧

困
、
住
み
続
け
た
い
地
域
運
動
、

戦
争
を
し
な
い
日
本
作
り
）
に

加
え
、
三
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
（
雇
用
、
福
祉
、
生
活
）
と

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
よ
る
地

域
再
生
、
県
政
浮
揚
の
基
本
方

向
を
提
起
。

　
こ
の
秋
の
運
動
の
重
点
と
し
て

「
各
自
治
体
か
ら
貧
困
を
な
く

そ
う
」
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

大
運
動
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

を
軸
に
し
た
組
織
拡
大
の
飛

躍
、
提
案
型
運
動
の
前
進
へ向

け
た
経
営
分
析
講
座
の
成
功
、

あ
っ
た
か
村
相
談
会
の
実
施
な

ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
討
論
に
は
十
五
名
が
立
ち
、

方
針
案
を
補
強
す
る
形
で
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

　
二
〇
一
〇
年
度
方
針
、
会
計

報
告
、
二
〇
一
〇
年
度
予
算
、

規
約
改
正
案
が
そ
れ
ぞ
れ
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
、
新
役
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

《役員紹介》

執行委員長　　西山　潤

書記長　　　　      田口　朝光

副執行委員長　樫原　正彦　　　　　

　　　　畑山　佳代

　  　    　　     　  岡原　 孝

書記次長　　 　    金子　竜太

　　 �      　            牧 　耕生　

執行委員　　       藤崎　　豊

　          　　       森本　拓也　　

伊賀　良成                   　　        　

　   千﨑　尚志

　　          　     上村　隆敏

　　                 杉内　茂春

　　                山崎　圭司

　　                山下　のりとし

　　                中岡　健太

　　                森岡　晃篤

　　                筒井　典子

　　            溝渕　博生

会計監査　　  　  砂田　紳一

　　      　      　  吉岡 太史

　                    小澤 幸次郎

　　 　      　 　     前田　 研

　 　　       　    杉村　浩司

　
歩
き
遍
路
が
増
え
て
い

る
と
い
う
。
リ
ス
ト
ラ
に

あ
っ
た
中
年
労
働
者
が
目

立
っ
た
の
は
数
年
前
。
い

ま
、
多
い
の
は
大
学
生
。
自
己
鍛
錬

を
兼
ね
て
、
就
活
の
話
題
作
り
に
役

立
て
る
の
が
目
的
ら
し
い
▲
そ
れ
も
そ

の
は
ず
、
今
年
三
月
卒
の
大
学
生
の

就
職
内
定
率
は
九
一
・
八
％
。
若
年

者
の
完
全
失
業
率
は
、
九
・
一
％
で

五
〇
万
人
。
そ
の
三
分
の
一
の
十
七

万
人
が
学
卒
未
就
職
者
。
六
〇
社
を

面
接
し
、
内
定
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス

も
。
こ
れ
で

「自
己
肯
定
感
」
を
維

持
す
る
に
は
強
い
目
的
意
識
か
精
神
力

が
必
要
▲

「知
っ
て
役
立
つ
労
働
法
」

が
、
九
月
十
五
日
に
厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
た
。
「労
働
組
合
と
は
」
の

項
目
も
あ
る
。
憲
法
で
労
働
三
権
が

保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
労
組
法
で
不

当
労
働
行
為
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
書
い
て
あ
る
。
も
っ
と
踏
み
込

ん
だ
記
載
が
あ
れ
ば
と
、
思
え
な
い
で

も
な
い
が
「一
歩
前
進
」
で
あ
る
。
「今

の
世
は
　
居
場
所
と
逃
げ
場
　
欠
け
て

お
り
」
と
詠
で
み
た
▲
年
末
に
は

「あ
っ
た
か
村
」
の
相
談
会
を
今
年
も

計
画
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の
支
援
組

織
も
つ
い
先
日
結
成
さ
れ
た
。
失
業
が

様
々
な

「貧
困
の
端
緒
」
に
な
っ
て
い

る
。
雇
用
の
拡
大
と
貧
困
を
な
く
す

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
前
進
さ
せ
た
い
。

（田
）

　　       　          八木　敬三郎

　　                高月　陽生　　           　    小松　茂弘
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大
会
発
言
紹
介

県
国
公
　
中
山
代
議
員

須
崎
労
連
　
出
原
代
議
員

医
労
連
　
江
口
代
議
員

自
治
労
連
　
松
繁
代
議
員

建
交
労
鉄
道
支
部

　
　
　
　
　
竹
本
代
議
員

高
知
一
般
　
前
田
代
議
員

県
教
組
　
畑
山
代
議
員

青
年
部
　
坂
本
　
智
香

執
行
部(

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー)

　
　
　
　
　
　
樫
原
　
正
彦

執
行
部
（
高
知
一
般
）

　
　
　
　
　
　
山
崎
　
圭
司

県
国
公
　
梅
原
代
議
員

年
金
者
組
合
　
竹
村
代
議
員

自
治
労
連
　
東
松
代
議
員

郵
産
労
　
筒
井
代
議
員

南
国
労
連
　
森
本
代
議
員

　
戦
略
会
議
側
は

廃
止
・移
換
前
提

の
討
論
を
し
て
い

る
。
地
域
主
権
改

革
に
よ
る
効
率

化
・
ス
リ
ム
化
に
よ
っ
て
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
や
切
り
捨
て
に
繋
が
る
可
能

性
が
あ
る
。
市
町
村
合
併
や
道
州
制
に

よ
る
、
窓
口
の
利
便
性
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
十
月
に
は
再
発

足
後
初
の
定
期

大
会
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
も
、

組
織
の
強
化
拡

大
を
目
指
し
地

域
の
労
働
者
・住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

組
織
と
し
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
活
動

を
し
て
い
く
。

　
小
泉
改
革
に
よ
っ

て
、
社
会
保
険
関

係
施
設
の
売
却
が

行
わ
れ
た
。
厚
生

年
金
・社
会
保
険

病
院
に
つ
い
て
は
先
の
国
会
で
、
整
理
機

構
が
２
年
間
延
長
と
な
っ
た
。
病
院
存

公
務
の
職
場
は

厳
し
い
中
、
組
織

は
横
ば
い
し
て
い

る
。
消
防
職
場
で

の
労
働
権
獲
得
が

出
来
れ
ば
、
自
治
労
連
も
大
き
く
数

を
伸
ば
す
事
が
で
き
る
。
非
正
規
職
員

と
の
課
題
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

　
皆
さ
ん
の
二

十
三
年
間
に
お
よ

ぶ
支
援
に
感
謝
し

ま
す
。
も
う
一
つ

の
柱
で
あ
る
、
希

望
者
全
員
の
再

雇
用
の
確
保
と
い
う
問
題
に
は
引
き
続

き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

最
低
賃
金
に
つ
い

て
、
生
活
保
護
と

の
整
合
性
が
明
記

さ
れ
て
た
が
、
、
地

域
間
格
差
は
大
幅

に
広
が
っ
て
い
る
。

全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を

掲
げ
て
奮
闘
し
て
い
こ
う
。

　
厳
し
い
中
で
も
、

私
た
ち
の
運
動
に

よ
っ
て
文
科
省
は
、

小
学
校
一
・
二
年

の
三
五
人
学
級
に

踏
み
出
し
た
。
教

職
員
定
数
の
増
加
、
条
件
整
備
な
ど

教
育
予
算
の
増
額
を
実
現
し
て
い
き
た

い
。
ぜ
ひ
ご
協
力
下
を
。

「
一
人
か
ら
組

織
へ」を
合
言
葉
に

活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
中

で
、
弁
護
士
会
の

よ
う
な
他
の
同
じ

取
り
組
み
を
進
め
る
団
体
と
の
連
携
も

取
れ
て
い
る
。
奮
闘
し
て
い
き
た
い
。

　
地
域
主
権
が
実

施
さ
れ
た
場
合
、

自
治
体
が
経
済
難

を
理
由
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
一
つ
に

統
合
す
る
な
ど
、

　
現
在
八
単
産
十

一
名
が
役
員
会
へ

参
加
し
て
い
る
。
青

年
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
に
取
り
組
み
、

十
月
の
県
労
連
の

県
交
渉
で
の
要
求
作
り
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
も
っ
と
色
ん
な
単
組
か
ら
青
年

を
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
高
知
一
般
へ
は
一

名
で
入
っ
て
く
る
事

が
多
く
、
少
数
で
は

法
的
に
準
じ
た
闘
い

が
精
一
杯
だ
が
、
多

数
を
組
織
し
、
そ
れ

を
超
え
た
闘
い
を
出
来
た
こ
と
は
大
き

い
。
一
人
一
人
の
労
働
者
が
学
習
し
て
い

く
に
は
仲
間
が
大
事
だ
と
思
う
。

　
年
金
者
組
合
は
、

発
足
当
時
か
ら
当

局
か
ら
労
働
組
合

だ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
年
か
ら
は

労
働
組
合
の
対
象
と
な
っ
た
。
も
は

や
、
年
金
者
組
合
の
数
を
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
今
後
も
奮
闘

し
て
い
く
。

保
育
制
度
改

革
は
民
主
党
政

権
の
元
、
ま
す
ま

す
拍
車
が
か
か
っ

て
き
た
。
社
会
保

障
と
し
て
の
保
育

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
奮
闘
し
て
い
く
。

　
郵
政
正
社
員
化

の
試
験
前
に
は
、

高
教
組
に
協
力
し

て
も
ら
い
、
作
文

の
学
習
会
な
ど
も

開
催
し
た
。
学
習

と
要
求
作
成
を
中
心
と
し
た
職
場
会
と

執
行
委
員
会
を
続
け
て
お
り
、
組
合

の
活
性
化
と
組
織
の
拡
大
を
目
指
し
て

い
く
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
への
署
名
へ取
り
組

み
を
、
革
新
懇
な
ど

の
民
主
団
体
と
共
同

し
、
自
治
体
を
巻
き

込
む
形
で
進
め
た
。

地
域
の
運
動
団
体
と
の
繋
が
り
を
日
常

か
ら
続
け
て
い
た
こ
と
が
成
功
の
鍵
で

あ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

雇
用
対
策
で
国
民
の
た
め
に
働
い
て
い
る

職
員
が
減
れ
ば
、
対
策
も
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
署
名
への
ご
協
力
を
。

続
に
向
け
て
運
動
を
進
め
て
行
く
。
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樫
や
ん
奮
戦
記
⑬

　　　　　　月　　日　　　　　 内　　容　　　　

　 　　

国鉄闘争の解決報告集会を開催

　
八
月
の
相
談
者
は
二
十
四
人
（女
性

十
一
人
、
男
性
十
三
人
）
で
し
た
。
雇

用
形
態
は
、
正
社
員
六
人
、
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
三
人
、
契
約
社
員
一
人
、

臨
時
二
人
、
不
明
十
二
人
で
し
た
。
事

業
所
（民
間
二
十
二
、
自
治
体
二
）
規

模
は
、
三
十
人
以
下
十
一
人
、
三
十

人
九
十
九
～
人
三
人
、
不
明
十
人
。

相
談
の
契
機
は
、
電
話
帳
五
人
、
紹
介

六
人
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
四
人
、
県
労

連
（宣
伝
）
カ
ー
を
見
て
一
人
、
不
明

八
人
。
相
談
内
容
は
、
解
雇
・退
職
強

要
六
人
、
賃
金
・不
払
残
業
七
人
、
年

休
二
人
、
労
働
条
件
二
人
、
社
会
保

険
二
人
、
パ
ワ
ハ
ラ
一
人
、
そ
の
他
四
人

で
し
た
。
特
徴
的
な
相
談
事
例
で
は
、

あ
る
郡
部
の
教
育
委
員
会
の
臨
時
職
員

と
し
て
任
用
（四
ケ
月
の
有
期
雇
用
契

約
）さ
れ
地
元
小
学
校
の
用
務
員
と
し

て
働
い
て
き
た
男
性
か
ら
、
社
会
保
険

加
入
問
題
で
相
談
が
寄
せ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
夏
休
み
開
始
期
間
ま
で
の
雇

用
契
約
（任
用
）で
あ
っ
た
た
め
七
月
末

で
い
っ
た
ん
解
職
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
相
談
者
は
夏
休
み
終
了
後
の
九
月

か
ら
も
新
た
な
任
用
を
約
束
さ
れ
て
い

た
の
で
社
会
保
険
は
打
ち
切
ら
れ
ず
継

続
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
解
職
と
と
も
に
社
会
保
険
を
打
ち
切

ら
れ
ま
し
た
。
社
会
保
険
継
続
の
手
続

き
と
し
て
は
本
人
が
保
険
料
の
全
額
を

負
担
し
て
任
意
に
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
低
賃
金
の
も
と
で
全
額
負

担
は
あ
ま
り
に
も
重
す
ぎ
生
活
に
困

る
。
何
と
か
で
き
な
い
か
と
い
う
も
の
で

し
た
。
問
題
解
決
に
む
け
組
合
加
入
を

進
め
相
談
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
こ

　国労高知地区本部の主催の「『ＪＲ不採用問

題』和解成立！高知県報告集会」が１０月２１

日、高知城ホール四階で開催され、国鉄清算事

業団闘争に連帯する高知の会や県労連傘下から

１３０名が参加しました。

の
相
談
事
例
は
、
不
安
定
雇
用
の
う

え
労
働
条
件
・
待
遇
面
で
も
い
ち
じ

る
し
く
差
別
扱
い
を
さ
れ
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「官
制
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
」

の
典
型
例
で
す
。
一
日
も
早
い
地
方

公
務
員
法
・臨
時
職
員
の
任
用
制
度

（第
二
十
二
条
）
の
改
善
が
必
要
で

す
。
八
月
は
、
新
規
組
合
結
成
・
一

組
合
（ベ
ビ
ー
施
設
で
働
く
女
性
三

人
）
が
福
祉
保
育
労
加
盟
し
、
高
知

一
般
労
組
に
一
人
（清
掃
請
負
会
社

で
働
く
女
性
）
が
個
人
加
盟
し
ま
し

た
。
高
知
県
労
連
の
〇
九
年
秋
の

「組
織
拡
大
・
強
化
月
間
」
が
、
十

月
を
準
備
期
間
と
し
て
、
十
一
月
～

十
二
月
ま
で
取
り
組
ま
れ
ま
す
。
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
月
間
成
功
の

た
め
お
お
い
に
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

タクシーベイの早期設置を

高知市ハイヤー協同組合と懇談

２０１０年秋の経営分析講座

全労連青年部定期大会開催

教組共闘が経営者協会など申入れ

　県労連、高南ハイヤー労組、高南労組の３者

は９月６日、高知市ハイヤー協同組合とタク

シーベイ（タクシー駐車可指定場所）の設置問

題で懇談し、追手筋沿いのタクシーベイの早期

設置に向け、お互いの立場で取り組んでいくこ

とを確認。

　９月１８日（土）から９月１９日（日）にか

けて、全労連第２３回定期大会を東京・全労連

会館で開催しました。地方・産別から６９名が

参加し、実践の中での成功や失敗、課題などが

出し合われ、方針を補強しました。

　来春卒業の高校生の就職試験が解禁された９

月１６日、教組共闘の四国ブロックと高知県労

連は、県経営者協会と高知県雇用労働政策課、

県教育委員会へ高校生等の就職保障等について

申入れを行いました。

18:00～

18:00～

18:00～

18:00～
第 2 講座

第 3 講座

第 4 講座

第1講座
11月　 5日(金)

11月11日(木)

11月16日(火)

11月18日(木)
「合意協力型運動の実際」

「労組としての経営分析の視点」

「初級簿記入門」

「企業分析の実際- 県内中小企業を例に」

田口朝光　県労連書記長

園　弘子氏　高知工科大学准教授

森永　洋氏 A・I 経営コンサルタント

中小企業診断士

生熊 茂実 全労副議長

JMIU執行委員長

※会場はいずれも高知城ホール３階
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

と
、
機
関
紙
の
感
想
、
組
合

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
記
入
の
上
、
県

労
連
書
記
局
宛
に
お
送
り

下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ
メ
ー
ル
）締
め
切
り
は
翌

月
の
二
十
日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
麺
類
の
製

〔ヨコのキー〕

①自分の作品を
謙遜して言う ⑤
　　　な結果に
みな驚く ⑥○○
の定、失敗に終
わった ⑦注文リ

５

９

ストを記入した
　　　 ⑨ゴルフ
でアウトの対 ⑪
　　　を取り戻
した商店街 ⑬　
　　ヘルニア

１１ １２

当
選
者
の
発
表
！

　
八
月
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は
「
コ
ウ
シ
エ
ン
」
で
し
た
。

　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
選
を

逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　 

濱
田
　
明
代
さ
ん

　
　
　
　
　（
四
万
十
市
職
労
）

　 

　
濱
田
　
浩
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
労
働
）

　
　 
熊
谷
　
敏
郎
さ
ん

　
　
　
　
　（
四
万
十
町
職
労
）

祝

８

１

造
　
②
オ
ス
と
メ
ス
の
一
対
　
③

年
々
　
　
　
花
相
似
た
り
　
④
比
喩

的
に
あ
る
こ
と
を
な
す
た
め
の
資
金

　
⑥
思
わ
ぬ
出
費
で
○
○
が
出
る
　

⑧
は
ん
こ
　
⑩
豪
奢
。○
○
を
尽
く

す
　
⑫
天
に
○
○
す
る
行
為

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

携帯サイトを

開設しました

ご覧ください

月　日 コース

10/19(火)
本山町　　→　　土佐町　　→　　大川村 暮

ら
し
と
医
療
を
守
る

全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
日
程
表

　
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
相
次
ぐ
改
悪
や

派
遣
切
り
・
リ
ス
ト
ラ
な
ど
「
構
造
改
革
」
に
よ
る
「
格
差
と
貧
困
」
が

拡
大
し
、
そ
の
結
果
、
雇
用
や
生
活
、
福
祉
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

が
壊
さ
れ
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
各
自
治
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
「
貧
困
」
を
な
く
す

共
同
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
住
民
の
参
加
を
強
め
て
、
住
民
と
行
政

担
当
者
が
共
同
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
を
な
く
す
た
め
の
知
恵

を
出
し
合
い
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
要
望
書
等
は
県
労
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
）

10/29(金)

10/22(金)

10/28(木)

10/25(月)

10/26(火)

10/27(水)

11/ 2(火)

香美市  　→　　香南市

東洋町　　→　　室戸市　　→　　奈半利町

仁淀川　　→　　越知町

北川村　　→　　田野町　　→　　安田町

三原村　　→　　宿毛市　　→　　大月町

土佐清水市　→　四万十市　→　　黒潮町

大豊町

四万十町　→　　中土佐町　→　　須崎市

いの町　　→　　土佐市

馬路村　　→　　安芸市　　→　　芸西村

檮原町　　→　　津野町

高知市　　→　　広域連合　→　　高知県

４

１３

２３

６

１０

７

10/21(木) 佐川町  　→　　日高村

夢
は
み
な

　
　
　
叶
え
る
も
の
だ
　
核
廃
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
源
朝
光
）

川
柳
紹
介

南国市

当面の予定

10/8   JR問題解決報告集会

10/15　女性部定期大会

　　　 年金一揆

10/18  県交渉

　　　　（公契約・若者雇用）

10/23　高齢者大会

11/23　働く女性の交流集会

12/4　 春闘討論集会（午前）

　　　 平和のつどい（午後）

ホ
ン
ト
は
ウ
ソ

　
　
　
う
そ
を
　
本
当
に
言
い
く
る
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
幸
泉
）

貧
困
で

　
　
　
死
ぬ
も
か
な
わ
ぬ
　
戸
籍
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
か
さ
く
ま
）

時
事
川
柳
を
募
集
！

風
刺
を
き
か
せ
た
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。


